
 

生物多様性自治体ネットワーク Topics （R8.7.6 配信）        加盟自治体数 202 

生物多様性自治体ネットワーク加盟自治体の生物多様性に係るホットトピックを定期的に取りまとめ、自治
体間で事例の共有を図るとともに、対外的な発信をおこなうものです。 
★8 月配信の記事募集中（〆切 7 月 27 日(月)）会員等に共有いただける記事を募集中です！ 
 
 

●「環境デーなごや 2026」地域行事「身近な自然体験会」を実施しました【名古屋市】 

小中学生を対象とした、身近な自然と関わる体験を通して、自然の大切さや環境問題を考える契機と
なる「身近な自然体験会」を開催しました。本講座は、名古屋市内をフィールドに活動する保全団体と
協働して実施したもので、今年度は 5 月 30 日から 6 月 28 日の期間に、全 12 講座中 10 講座を実施しま
した。（2 講座は雨天等により中止） 

講座では公園や緑地、河川等にて観察会や体験学習を行い、参加者がそれぞれの視点から、自然共
生・ 生物多様性について理解を深めました。 

※「環境デーなごや」は市民・事業者・行政の協働のもと、環境問題を共に考え、行動するきっかけ
とするため、平成 12 年より開催しているイベントです。 

 
   

身近な自然体験会チラシ 今年度の講座の様子 
 

＜ウェブサイト＞ 
環境デーなごや 地域行事 

http://www.kankyoday.com/tiikigyoji/ 
 ＜問い合わせ先＞ 
  名古屋市環境局環境企画課（環境デーなごや実行委員会事務局）担当：髙林 

TEL：052-972-2684 Mail：a2661-01@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp 

生物多様性自治体ネットワークについて https://policies.env.go.jp/nature/biodiversity/j-gbf/nlgb/ 



 

●名古屋市役所屋上養蜂 市民向けイベント、採った蜂蜜の販売！豸豹豺豻豼豽豾豿貀貁貂貃貄萰萱萲萳萴萷萵萶【名古屋市】 
令和 8 年 3 月 25 日より、市役所（西庁舎）屋上で養蜂事業「名古屋市役所屋上みつばちプロジェ

クト」をスタートしました。このプロジェクトでは、ミツバチが花の受粉を助けることで生きもの同
士がつながっていることや、そこから生まれる恵みについて、見学や蜂蜜の試食などを通して楽しく
体験していただけます。こうした体験を通じて、市民の皆さんに生物多様性への理解を深めていただ
くことを目指しています。これまでに、次のような取り組みを行いました。 

① 市民向け「生物多様性の恵み体感イベント」（5 月 24 日） 
まずは、名古屋市養蜂組合の方から、ミツバチや蜂蜜についてのお話を楽しく学びました。そのあ

と、防護服を着て、普段は入ることのできない市役所屋上の養蜂場を見学。巣枠やミツバチの様子を
間近で観察しました。さらに、遠心分離機を使って巣枠から蜂蜜を取り出す作業にも挑戦。採れたて
の蜂蜜の試食や、市内の別の場所で採れた蜂蜜との食べ比べも行い、味や香りの違いを楽しんでいた
だきました。 

詳細はこちら（市公式インスタグラム記事）➡https://www.instagram.com/p/DY3Mp3ok7_E 

 
みつばちのお話し 

 
屋上養蜂場見学 

 
巣枠持ち 

 
採蜜体験 

② 市役所屋上産蜂蜜「金シャチハニー」の販売（6 月 29 日） 
市役所地下スペースで、屋上で採れた蜂蜜「金シャチハニー」を限定 30 個程度（1 個 800 円）販

売しました。会場では、プロジェクトの紹介パネルや専用チラシも展示・配布し、蜂蜜を通して生物
多様性の恵みについて知っていただけるよう工夫しました。販売開始からあっという間に完売するな
ど、大変ご好評をいただきました。今後も、市民向けイベントにあわせて、楽しみながら学べる普及
啓発と販売を行っていく予定です。 

詳細はこちら（市公式インスタグラム記事）➡ 
https://www.instagram.com/p/DaKZlsBIC4j/?igsh=NWJ6MndlaGY0YWs= 

  
＜ウェブサイト＞ 

名古屋市役所屋上みつばちプロジェクト 
https://www.city.nagoya.jp/kurashi/kankyou/1012463/bee.html 

＜問い合わせ先＞ 名古屋市環境局環境企画課 担当：房村 
TEL：052-972-2698 Mail：a2662-01@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp 



 

●ダイハツ工業株式会社九州開発センターで生息域外保全【福岡県久留米市】 

久留米市では市内に生息・生育する絶滅危惧種約 220 種の内 5 種（カワバタモロコ、ニッポンバラタ
ナゴ、ヒシモドキ、コウホネ、オニバス）を環境部庁舎敷地で生息域外飼育の取組を進めてきました。 

課題であった何らかの原因によって管理下個体を絶滅させてしまう怖れや近交弱勢のリスクを分散さ
せるために、協働啓発事業を行っているダイハツ工業株式会社九州開発センター内にあるビオトープで
令和 8 年５月より４種の生息域外飼育を始めました。 

本取組を同社と市による協働による「ネイチャーポジティブ（NP）活動」として位置づけ、同社のビ
オトープ運用の知見に加え、生物が自然に近い環境で生息できるよう水辺環境の再整備やエコトーンの
創出をして、保護・増殖の取組を進めています。 

今後は、生息域内保全の効果的な保全方策等も検討し、生息域外飼育で増殖させた個体の野生復帰を
目指しながら、ネイチャーポジティブの実現に向け取組を進めます 

 

  
 
 ＜問い合わせ先＞ 
  久留米市環境保全課 担当：松田 

TEL：0942-30-9043 Mail：kanhozen@city.kurume.lg.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

●きょうと☆いきものフェス！2026 in うみほしを開催しました【京都府】 

京都府では、京都市と協働で設置した地域生物多様性増進活動支援センターである「きょうと生物多
様性センター」と共催で、５月 16 日（土）に京都府立丹後海と星の見える丘公園で「きょうと☆いき
ものフェス！2026 in うみほし」を開催しました。いきものに関わる団体や学校、個人、行政等がパネ
ル展示やワークショップ、自然観察会などを実施し、約 600 名の方に御来場いただきました。 
 

  
ブース展示 観察会（うみほし自然共生サイト） 

  
ワークショップ（川のいきもの調査） ステージ企画（いきものクイズ） 

 
＜ウェブサイト＞ 
 https://www.pref.kyoto.jp/biodic/260516umihosifes.html 
＜問い合わせ先＞ 

  京都府自然環境保全課 担当：河村 
TEL：075-414-4706 Mail：shizen-kankyo@pref.kyoto.lg.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

●自然生態園イベント「夜の観察会」について【愛知県岩倉市】 

岩倉市では、ゼミの幼虫の羽化やカラスウリの開花など、夜の生きものの世界を観察する「夜の観察会」
を開催します。 

日時：７月 25 日（土）午後７時から午後８時 30 分まで 
場所：岩倉市自然生態園（岩倉市北島町最中１） 

 

令和８年度実施時の様子 
 

＜ウェブサイト＞ 
 https://www.city.iwakura.aichi.jp/0000007791.html 
＜問い合わせ先＞ 

  岩倉市環境政策課 担当：服部、知崎 
TEL：0587-38-5808 Mail：kankyouseisaku@city.iwakura.lg.jp 

 
 

●事務局からのお知らせ 

＜その他依頼事項＞ 
令和 7 年 2 月 12 日に開催された本ネットワークの総会において、令和 8 年度総会（R9.2 頃）を名

古屋市で実地開催することが決定しています。各自治体におかれましては、本市にお越しいただくため
の旅費等の確保をお願いいたします。詳細は総会資料をご確認ください。 

 
<J-GBF ネイチャーポジティブ行動計画における本ネットワークの指標の進捗状況> 

指標 基準日※の数値 
※行動計画承認日（R5.9.12） 

現在の数値 
（R8.5.7 時点） 基準日からの増減 

生物多様性自治体ネットワ
ーク加盟自治体数 

193 自治体 202 自治体 ＋9 自治体 

加盟自治体における 30by30
アライアンス加入数 

33 自治体 59 自治体 ＋26 自治体 


